

































おてぃえの ふらんしす せぶぃあ 
OTIENO  FRANCIS  XAVIER 
   アンケート調査の分析結果より、インディビデュアル・ソーシャルキャピタルを活用した企業
は資源獲得の期間が短いことが示された。しかしながら、企業の成長性にはインディビデュア
ル・ソーシャルキャピタルは、影響していなかったことが解明された。他方で、企業の成長性に
は、インスティテューショナル・ソーシャルキャピタルの活用の有無が影響していた。 
  
 この結果より、「スピンオフ企業を成長させるためには、ソーシャルキャピタルの中でも、イ
ンスティテューショナル・ソーシャルキャピタルの整備が必要である」という結論を得た。いま
までのソーシャルキャピタルに関する研究は、多くの研究がインディビデュアル・ソーシャルキ
ャピタルにしか言及されていなかった。またソーシャルキャピタルを定量的に分析した研究は、
まだ余り見うけられない。 
  本研究の貢献は、ソーシャルキャピタルを定量的に分析するとともに、スピンオフ企業を成長
させるための要因として、インスティテューショナル・ソーシャルキャピタルという新たな認識
（概念）の活用が大きく影響することを示したことにある。 
